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研究成果の概要（和文）：本研究課題は、①「東方・ギリシア教父時代における女性の主体的な信仰生活とそれ
を支える教父たちの司牧活動の実態の解明」、②「旧約聖書『雅歌』の註解をめぐる東方・ギリシア教父の伝統
とその西方キリスト教世界の女性たちの霊性や〈女性〉性をめぐる言説への影響史の解明」という大きな二つの
研究目的に定めて研究を進めた。メンバーそれぞれがテクストに沈潜し、定期的なオンライン公開研究会やミニ
シンポジウム、メールでのやり取りを通じて意見を交換しながら、議論を深めることができた。それらの成果と
して二つの論集が刊行された。

研究成果の概要（英文）：This research project was conducted with two main themes: 1) The actualities
 of women's initiatives in religious life and the pastoral support for them by the Greek Fathers, 
and 2) The traditions of the commentaries on the Song of Songs written by the Greek Fathers, and 
their receptions in the  the discourses and narratives that relate the spirituality and femininity 
of women in Western Christendom through the centuries. Each member engaged in text reading, and also
 exchanged opinions through periodic online public workshops, mini-symposiums, and e-mail exchanges,
 thereby deepening discussions. Two books have been published as a product of the above research 
activities.

研究分野：聖書学、哲学、教父学、物語論
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究課題は、東方キリスト教世界にも十分な問題関心を向け、しかも、東方キリスト教世界から西方キリスト
教世界に流れ込んだ諸影響も検討する、歴史学・考古学・美術史的観点も含めた総合的な共同研究体制の構築を
試みた。本研究課題は、女性たちの主体的な信仰生活の実践や女性をめぐるイメージ・言説についての諸問題を
共同研究によって検討することで、これまで以上に包括的に解明され、問題理解が深められた「キリスト教的女
性観」を、聖書学・歴史学・神学・教父学・宗教学・美術史・考古学の諸研究領域およびジェンダー論・女性論
に対して示すことができた。それらの諸成果は公開研究会、ミニ・シンポジウム、論集等で広く発信された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
古代地中海世界に広まったキリスト教が父権的・伝統的社会のなかで女性たちに新たな挑戦
的な生き方をもたらしたことを明らかにする優れた研究成果が近年多くもたらされた。とりわ
け、ローマ帝国東方地域、ギリシア語圏で活動した女性たちをめぐる研究が近年欧米で大きく進
展している。このことは、古代から中世のキリスト教世界における女性像に対する問題関心をい
っそう高め、また、そうした問題の解明の必要性をいっそう知らしめることになった。 
しかし、それらの研究では、キリスト教世界が、東方・ギリシア世界と西方・ローマ・ラテン
世界に二分されており、しかも、研究の蓄積は後者の領域に偏る傾向があった。だが、実際には、
古代から中世のキリスト教世界における思想・霊性および女性像は、東西で断絶していたのでは
ない。それどころか、むしろ、西方・ローマ・ラテンには東方・ギリシア教父を源泉とする諸影
響が流れ込んでいたのであって、女性像もその例外ではなかった。 
こうしたことから、本研究課題では、キリスト教が女性たちを同時代のギリシア・ローマ的社
会制度や伝統的価値観から解放し、新たな生き方を可能としたとはいかなることか、という問題
に取り組むためには、これまでの研究では十分に確保されてこなかった東方・西方キリスト教世
界の双方を包括する研究体制の確立が急務であるという問題理解を共有した。そして、このよう
な問題理解にもとづいて、本研究課題は、以下の二つの大きな問いをめぐる共同研究を構想し、
教父学・神学的観点に加え、歴史学・考古学・美術史的観点を含めた総合的な研究体制を組み立
てた。 

 
（問一）「東方・ギリシア教父時代のキリスト教世界、とりわけその中心地であった、ロー
マ・ビザンツ帝国内において、どのように女性たちが主体的な信仰生活を営み、教父たちの
司牧がそれをいかに支えたのか」。 
（問二）「東方・ギリシア教父たちが女性像・女性論を神学的にどのように形成し、それが
古代から中世のキリスト教世界において、とりわけその影響の強い 12世紀以降の西方キリ
スト教世界の女性たちの霊性や〈女性〉性をめぐる言説において、いかに受容されまた展開
したのか」。 

 
 
２．研究の目的 
 
以上の問いを中心として、各研究者の専門領域とその相互交流による長所を活かしたしかた
で古代から中世のキリスト教世界における女性像の解明を飛躍的に進展させるべく、以下のよ
うに、研究の目的が共有された。  

 
（目的一）東方・ギリシア教父の時代における女性たちの主体的な生き方とそれを支える教
父たちとの協働体の実態を、聖書学、神学、歴史、考古学的観点によって多面的に解明する。 
（目的二）東方・ギリシア教父の女性理解を豊かに発展させる契機となった、花嫁と花婿の
相聞歌の形式を取る旧約聖書中の異色の書「雅歌」に対する解釈・註解（Hermeneia/Homilia）
に注目し、教父たちの解釈した雅歌の花嫁像の中に多彩な視点で織り込まれた様々な女性
像の解明と、その影響が及んだ西方キリスト教世界の女性たちの霊性や〈女性〉性をめぐる
言説における雅歌註解の伝統の受容と展開の解明を行う。 

 
 
３．研究の方法 
 
そのために各研究者が目的ごとに連携しながら、それぞれの研究領域を中心に、次のような仕
方で研究テーマを追求することとした。 
 
・当時の女性たちの霊的生活の指針となった女性聖人（聖母マリアを含む）・女性巡礼者の
伝記や、教父たちが女性たちのために行った説教などの、原典資料の分析を行う。 
・ローマ・ビザンツ帝国内における女子修道院の発展と女性たちの社会活動についての歴
史学的・考古学的・美術史的研究を行う。 
・これらの研究成果を共同的に検討することで教父研究に新たな研究可能性をもたらすよ
うな、女性たちの生き方に関する多面的な解明を行う。 
・東方・ギリシア教父たちの「雅歌」に対する解釈・註解（Hermeneia/Homilia）がいかな
る意味で女性たちの主体的な生き方をうちから支える女性像および言説の豊かな源泉とな
っているのか、原典資料の分析を行う。 
・そうした東方・ギリシア教父たちの「雅歌」に対する解釈・註解（Hermeneia/Homilia）



がもたらした女性像および言説が、西方キリスト教世界の女性たちの霊性や〈女性〉性をめ
ぐる言説にどのように受け取られたのか共同的に検討する。 
・そうした受容史ないし影響史的検討を踏まえつつ、西方キリスト教世界に特徴的なもの
とされる女性霊性の形成と展開の独自性について、中世から近世におけるそれぞれの時代
における固有の状況に立脚して原典資料の分析を行う。 
・それらの研究成果を共同的に検討し、これまで東方・西方に分断されがちであったキリス
ト教思想研究に、歴史学・考古学・美術史的観点も含めた、総合的・双方向的研究領域を創
生することを目指す。 

 
 
４．研究成果 
 
歴史・考古学・美術史・聖書学・思想史・宗教学などにまたがる一連の共同研究を通じて、本
研究課題では、現代のジェンダー論や女性論を踏まえながら、古代・中世キリスト教世界の女性
たちの信仰・実践、ないし、さまざまな資料に現れる女性観に関わる言説や女性像に注目して「女
性」たちの新たな相貌を見出すことができることを明らかにし、その成果を公開研究会、ミニ・
シンポジウム、論集などで広く共有できるかたちで示すことができた。それらによって、専門領
域や関心に応じて様々な視角や方法で「女性」に関する問題を論ずることで、女性、男性、両性
の協働態のあり方をめぐる、これまで気づかれてこなかった叡知や可能性を見出すことができ
た。このことは、これからのさらなる共同研究の発展の重要性と必要性を示すものであり、本研
究の優れた研究成果であると言える。そのほか、個別の研究成果については、各年度ごとの報告
として示された通りであるが、それらの諸研究は、ギリシア教父や後のビザンツ文化を通じて豊
かに花開いた東方キリスト教の世界観における女性観や、その西方キリスト教世界への影響に
関して、これまで十分にかえりみられてこなかった問題領域と問題意識を深めるものとなった
と言える。 
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